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前々回、前回に引き続き今回も「おひとりさま対策」
について取り上げています。

前回はおひとりさま対策のうち、「見守り契約」、「財
産管理委任契約」について解説いたしました。
今回はおひとりさま対策の中で最も重要ともいえる

「成年後見制度」について説明いたします。成年後見
制度は認知症などを原因とする判断能力の喪失または
低下により、自分自身では財産の管理が困難となった
際に利用する制度です。判断能力の低下〜終末期の間
には、自宅での生活が難しくなり、高齢者施設などに
生活の本拠を移すことになる可能性が高くなります。
そのため、成年後見制度を利用して自宅などの「不

動産」を売却するケースが多くなります。特に、おひ
とりさまの場合、家族信託などの認知症対策を事前に
行うことができない場合がほとんどであるため、成年

後見制度の利用は不可避といっても過言ではありませ
ん。
今回は、これまでの連載と重複する部分もあります
が、成年後見制度の概要、法定後見制度と任意後見制
度のポイント・相違点などについて解説いたします。

●成年後見制度とは〜法定後見と任意後見〜

・成年後見制度とは
成年後見制度とは、認知症、知的障害、精神障害な

どが原因で判断能力が不十分な方々を保護し、支援す
るための制度です。例えば、認知症を発症し判断能力
が低下すると、自分の預貯金や不動産などを自分で管
理することが難しくなります。また、判断能力が低下
してくると契約内容が理解できず、詐欺や悪徳商法の
ターゲットになるリスクもあります。成年後見制度を
利用し成年後見人が本人に代わって財産を管理するこ
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図１　おひとりさま対策の全体図
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